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一

二
〇
〇
七
年
七
月
三
日
付
読
売
新
聞
記
事
四
面
に
、
「
米
の
原
爆
投
下

政
府

戦
後
は
抗
議
せ
ず
」
と
の
見
出
し
で
、

「
一
九
四
五
年
の
米
国
の
原
爆
投
下
に
対
し
、
日
本
政
府
は
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
。

政
府
は
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
翌
日
の
一
九
四
五
年
八
月
十
日
、
中
立
国
の
ス
イ
ス
を
通
じ
て
『
本
件
原
爆
（
原

子
爆
弾
）
を
使
用
せ
る
は
人
類
文
化
に
対
す
る
新
た
な
罪
状
な
り
』
と
米
国
に
厳
し
く
抗
議
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
は
、

原
爆
投
下
に
つ
い
て
『
米
国
に
対
し
て
正
式
に
抗
議
し
た
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
』
（
外
務
省
筋
）
と
い
う
。

そ
の
背
景
に
は
、
自
国
の
安
全
保
障
を
米
国
の
核
抑
止
力
に
頼
っ
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
政
府

は
核
兵
器
の
使
用
そ
の
も
の
が
国
際
法
上
違
法
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
明
確
な
立
場
を
示
す
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
は
核
廃
絶
に
む
け
た
国
際
社
会
の
機
運
づ
く
り
と
い
う
こ
と
に
は
力
を
入
れ
て
き
た
。
九
四
年
か
ら
毎

年
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
国
連
総
会
決
議
を
提
案
、
す
べ
て
を
成
立
さ
せ
て
き
た
実
績
も
あ
る
。
決
議
は
、
核
拡
散
防
止

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
体
制
の
強
化
や
核
保
有
国
に
対
す
る
核
軍
縮
要
請
な
ど
を
柱
と
し
、
『
唯
一
の
被
爆
国
』
と
し
て
の
日
本

の
姿
勢
を
国
際
社
会
に
示
し
て
い
る
。
」

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

一



二

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
以
来
、
政
府
は
米
政
府
に
対
し
て
我
が
国
に
対
す
る
原
子
爆
弾
投
下
に
つ
い
て
抗
議
を

行
っ
た
か
。

三

二
に
つ
い
て
、
抗
議
を
行
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
抗
議
を
行
っ
た
日
に
ち
、
抗
議
の
形
態
、
我
が
国
の
誰
か
ら
米
側
の
誰

に
対
し
て
抗
議
を
行
っ
た
の
か
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
に
つ
い
て
、
抗
議
を
行
っ
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
広
島
、
同
年
同
月
九
日
の
長
崎
に
対
す
る
米
国
に
よ
る
原
子
爆
弾
の
投
下
に
対
す
る
政
府
の
見

解
如
何
。
米
国
に
よ
る
我
が
国
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
は
、
人
類
文
化
に
対
す
る
新
た
な
る
罪
状
で
あ
る
と
政
府
は
認
識
し
て

い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


